




要約

ハイリスク児のなかで代表的な極低出生体重児を対象として、NICU 入院中の介入と退院

後の連携、乳児期の介入システムの確立とその効果、幼児期の介入システムの確立とその

効果、ハイリスク児の地域ケアの在り方について現在、各施設や地域で行なわれている方

法やシステムをさらに発展させた。その成果をもとにして「ハイリスク児の発達支援マニ

ュアル」を作成した。ハイリスク児の発達フォローについては、従来は発連チェックが主

であったが、早期介入を行なっているうちに、発達フォローと支援を別々ではなく、一緒

に考えた方がよい。さらにハイリスク児においては、発達支援を主に行なうべきで、発達

チェックは決まった月例でおこなえば充分であるとの結論に達した。今後、ハイリスク児

の支援を主とした発達フオローの方法とシステムの確立と、及びこのためのマニュアルの

作成とハイリスク児支援のための保健婦、看護婦、心理、医師などの連携と地域の施設と

の連携システムの確立が必要である。


